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最近の福祉におけるキニナル話題（福祉の旬トピ    ） 

 

 

   スタッフのヒトリゴト    

  

ウェルフェア イズ ラヴ      

 先日ある福祉番組で「逆境的小児期体験」（ACE
エース

）について特集されていました。未成年期に、①身体的虐待、②心

理的虐待、③性的虐待、④身体的ネグレクト、⑤心理的ネグレクト、⑥親との別離、⑦DV の目撃、⑧家族のアルコ

ール・薬物乱用、⑨家族の精神疾患、⑩家族の服役。これら 10項目のいずれか 1つでも経験した場合に当てはまり、

経験した項目が多い程重症度が高いとのことです。 

 そして驚くべきことに、未成年期にこれらのいずれかを経験した人の割合は、なんと「3人に 1人」とのことです。

いくら「いずれか 1つでも」と、条件の設定が厳しめとはいえ、3人に 1人というのは、想像以上に高い割合で、本

当に驚かされました。 

 かくいう当事業所代表自身も中学生の時父親を亡くしている（親との別離？）しているし、その後母親が一時的に

親しくしていた男性と夜中に、「もし自分に何かあったら、子ども（私のことね）を連れて行く。1 人残されるのは

可哀そう。」と話しているのを偶然聞いてしまった経験がある（愛情故なのだろうけれど、②心理的虐待に当たるの

か微妙…。ただ、障害児者の世界では、「ありがちな話」ではある。本当、完全に撲滅しなければいけない大きな課

題ですよね…。） 

 いずれにしても、「心理面での大きな傷付き体験」を経験している方が想像以上に多いという現実をしっかりと心

に留めて対人支援を行っていかなければ、そこを放置して「自立支援、自立支援。」と躍起になっても、なかなかク

ライエントには届かないし、成果も出せない。まず何よりも心理面の充分なケアが先！私は、そんな風に思います。 

 「いい加減、行かなきゃな…。行きたいな。」と思いつつ忙しくてななかなか行けていなかった散髪に、

ようやく行くことが出来ました☆暑くなってきたのでかなり短くカットしてもらって、久し振りにサッパリ

夏仕様。 

 とはいえまだ 5月半ばなのに、真夏日を記録しているところもあり、熱中症で救急搬送された方や、命を

落とされてしまった方も出ているそう。もう、例年のこととはいえ、今年も要警戒ですね。皆様もくれぐれ

もお気を付け下さいませ。 
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転載や拡散、配布大歓迎！！ 

来週号も乞うご期待      

 厚生労働省が 3月に発行した、『障害者支援施設における地域移行等の意向確認マニュアル』を読んでみました。 

 https://www.city.nara.lg.jp/uploaded/attachment/194302.pdf 

 障害者支援施設における、入所者に対する地域移行等確認が、昨年度から努力義務化されており、令和 8年度か

らは義務化されることに伴い、作成されたマニュアルと思いますが…。 

 「入所者の意向は変化し得るものであり、体験の機会や選択肢が少ない中では意思決定することは難しい。」と

いうことについては強く同意出来るけれど、全体を通してどうも、「地域移行等（入所施設からの退所）をするこ

とが望ましいことであり、ずっと、入所施設に止まり続けることは好ましくないことである。」というメッセージ

が、ひしひしと感じられたことが、当事業所代表には残念に感じました。 

 私個人のこと（希望）で言えば、勿論「心身が続く限り（願わくは生涯）、当事業所の運営を継続すること。」が

いちばんの望みですが、もしもどうしてもそれが叶わない程に心身が衰えた時は、入所施設で専門職員によるケア

を受けて、頑張らずに生活したい。それが、現時点での偽らざる気持ちです。入所施設しか経験がない方は、（不

安はありつつも）地域（自立）生活への憧れがあるかもしれない。でも、私のように障害がありつつ、地域の普通

学校を経験し、特別支援学校でも最も障害が軽いクラスゆえ、自立を強く求められ、就労経験もある人は、施設入

所への憧れもあるかもしれません。どちらも同じ、「体験の機会や選択肢が少ない中では…。」ということを、視点

を逆にして言っているだけと思います。「本人の望む生き方・本人の求める支援」、大切な視点と考えます。 

 高松市 生涯学習課が、「知的障がい者青年教室」（スキップクラブ）のボランティアを募集しております。 

 ちなみに、当事業所代表もこれまで 5 年程ボランティアとして関わらせて頂いており、今年度も継続して

関わらせて頂くことにしました。 

 詳細はホームページをご確認下さいませ。 

 「高松市知的障がい者青年教室（愛称：スキップクラブ）」ボランティア募集について｜高松市 

(city.takamatsu.kagawa.jp) 
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